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　In　order 　to　obtain 　basic　data　for　designing　knitted　garments 　with 　consideration 　of 　the　mechani ・

cal 　properties，　 the　influence　of 　fabric　 weight 　 and 　tensile　properties　 on 　the 　 s正ihouette　of 　knitted
one ・piece　dresses　were 　discussed．
　 The 　dresse　were 　knitted　using 　three　knids　of 　wooi 　yarns　in　Table 　l　 under 　three　levels　of 　the

stitch 　dia1．　 The 　dimensional　changes 　in　the　wearing 　length　and 　the　local　portions 　on 　a　dress−

maker
’

s　dummy 　were 　discussed．

　 The 　results　obtained 　are 　as 　follows．　 The 　length　of　the　dress　knitted　with 　fine　yarn　under 　low
stitch　density，　became 　20％ 10nger　than 　before　 wearing ，　 suggesting 　that　same 　design　can 　give
different　 silhouettes 　in　knitted　dresses　with 　different　tensile　properties．　 Dimensional　changes 　in
the　upper 　and 　protuberant　portions　of　the　dress　on 　the　body　were 　found　to　be　larger　than　those　in
other 　portions．　 It　was 　suggested 　that　prediction　 of 　 such 　dimensional　 changes 　 was 　possible　based
on 　the　biaxial　tensile　properties　of 　the　strip ．

　 In　designing　knitted　dress　patterns，　 it　should 　be　taken　into　account 　that　different　tensile
properties 　of 　knitted　fabrics　give 　rise 　to　different　dimensional　changes 　in　d丗 erent 　portions ．

　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　　 　　 　　 　　　 　 （Received 　November 　4，1993＞

KeywordS： knitted　 fabric 編布 ，
　 one ・piece　 dress ワ ン ピ
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　 fabric　weight 布 の 自重，

tensile　properties 引 っ 張 り特性，　 dimensional　change 変形，　 wearing 　length　着用丈．

　 L 　緒　 　1

　外衣 用 ニ ッ ト地 は ， 最近 で は セ
ー

タ
ー

や カ
ー

デ ィ ガ

ン の み な らず ワ ン ピ
ー

ス ドレ ス や ス ーツ な ど の 材料 と

して，また普段着か ら外出着へ と広 く用 い られ る よう

に な っ た． こ れ は，着用 者 の 動作に 追従しや す く抵 抗

感が小 さ い とい うニ ッ トの 特長 が ，消 費者に 受 け入れ

られ るの で は ない か と考 え られる．しか しそ の 反面，

ニ ッ トは 織物 に 比 べ 低伸長荷重下 で の 変形 が 大 きい こ

とか ら自重 の 影響 を受 けや す く， ゲージ に 基づ い て 設

計 した シ ル エ ッ トと実際に 着用 した 時 の シ ル エ ッ トが

異な る と い う問題 が しば しば 起 こ る．

　従来 ，
ニ

ッ ト地 に 関する研 究は，力学的特性 を そ の

幾何学的構造 と糸 の 力学 的性質か ら理論的 に 解 析 した

川 端 ら
1）

， 丹 羽 ら
2）

， 柳 川
3｝一’5 ｝

の 基 礎 的 研 究 や ， 外 衣

用編布 の 風合 い 値を力学量 か ら導 く丹 羽
G｝の 研究等が

報告さ れ て い る が ，最終製品 と して の被服形 態に関連

づ け る 具体 的 な 研 究報告 は ほ とん ど 見あ た らな い ．著

者 らは，ニ ッ ト地 の 力学特性 と着用 シ ル エ ッ トの 関係

を定量的 に 捉 え，設計 の 段階 で ニ ッ ト地 の 物性 的要 因

を考慮 した 衣服 パ タ
ー

ン の 作成 を可能 に し， 既製服 ニ

ッ トの 設計 へ の フ ィ
ー ドバ ッ クを最終 目的 と して い る．

そ こ で ， 本報で は まず，意図する シ ル エ ッ トの ニ
ッ ト

地 の ワ ン ピース ドレ ス を設計 して ，実際に着用した場

合 の シ ル エ ッ トの変化 を把握 し，さ ら に ニ ッ ト地 設計
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の 基礎的資料 として 編糸 の 物性 とニ ッ トの 物性 の 両者

の 関係をも明確に す る た め に ， 市販 の ニ
ッ ト地 を使用

せ ず，編糸 を選定 して，ニ ッ ト地 ワ ン ピー
ス を編成し

た．ニ ッ ト地 衣 服 の 中で 特 に 面 積 の 大 き い ウ ェ ス ト切

り替え の な い ワ ン ピー
ス を家庭用編 み 機 で 編成 し，着

用時の 各部位 の 変形 を観測す る こ とに よ っ て，ニ ッ ト

地 の 引 っ 張 り特性 と 自重 が ， 衣服 の 着用丈ならび に部

位別の局所的 な伸び 変形 に 及 ぼ す影響に つ い て検討 し

た．

　 2，実験方法

　 （1） 試　料

　試料編成 に 用 い た 糸 は ， 手編 み お よび 機械 編 み 用 と

して市販 され て い る羊毛糸 の 中か らで き る だ け
一

般的

で ， 同種 で 太 さの 異な る 糸 を選択 した．太 さは Table

1 に 示 す 中細 ， 合 細 ， 極 細 ，の 3 段 階 で あ る．

　 こ れ らの 糸 を用 い ，KES −FB シ ス テ ム
7 ）で 計 測可能

な大 きさ，すな わ ち 20cm × 20　cm の 正 方形 お よび ワ

ン ピー
ス ドレ ス を編成 した．使用 した 編 み 機 は，市販

の 家庭用編 み機 で，編 目ダイヤ ル 1 か ら 9 まで の 段階

で 編 目密度 が 設定 で きる。また 各 糸 に 合 わ せ て テ ン シ

ョ ン ダイヤ ル を調整する こ と に よ り， 編成時の 糸張力

を約 20g の
一

定に 保 つ こ とが で き る．本実験 で は，

使 用 す る 糸 の 太 さ に 適 用 で きる 範 囲 と して 5，7，9 の

段 階に編 目ダイヤ ル を設定 し， 編 目密度 を変化 させ た．

試料 の 編 み 始め と編 み 終 わ りの 段 は，力学特性 の 計測

に 影響が 出 な い よう編 目ル ープ に 糸
一

本 を通す始末の

方法 を と っ た．

　   　 ワ ン ピ
ー

ス ドレ ス の 編成法

　前項 で示 した条件で ， 9 種類 の ワ ン ピース ドレ ス を

編成 し た．ワ ン ピー
ス ドレ ス の パ タ

ー ン は，JIS−L

O103婦 人 9号 サ イ ズ の 人 台 に 薄 手和紙 を用 い て レ プ

リカを採 り，こ れ を展 開 したペ ーシ ッ クパ タ
ー

ン を も

とに 製図 した．Fig．1 に 示す よ うに 袖無 し， ウ ェ ス ト

の 切 り替えの ない 最 も基本的な形と した．バ ス ト，ウ

ェ ス ト， ヒ ッ プ の周径 は ， Table　 2 に 示 す とお りで あ

る．

　前中心 線 FC ，後 中心 線 BC
， 乳頭 点 を通 る垂 直線

FS，肩 甲骨 突点 を通 る垂 直線 BS を垂 直 方向 の 基準

線 と し， 水平線方向 の 基準線 と して バ ス トラ イ ン
， ウ

ェ ス トラ イ ン
， ヒ ッ プ ラ イ ン

， 肩甲骨突点 を通る水平

線をそれ ぞ れ基準線 と して 選 ん で 編 み 込 ん だ ．垂直 お

よ び 水 平 線 の 各交 点 の 区間 を上 か ら a ，b，　 c，　 d と し，

Tabie　 2．　 Pattern　size

（cm ＞

Pattern Body Ease

Bust　girth
Waist　girth

Hip 　girth

80820

ゾ

4

0」
009

85．062

．091

．0

7．827

．03

．8

CSCSFFBB

a 十b十c十 d　（＝all）

　 　 96．9

　 　 104．7

　 　 103，6
　 　 103．2

Table　 1．　 Details　of 　samples

Fabric　　 Yarn

symbol 　 symbolYarn

　 　 　 　 St｛tch
count
　 　 　 　 　 dial
（tex）

Stitch　density

Wale　 Course
（stitches／cm ）

LoOP
　 　 　 　 Thickness＊
tength
　 　 　 　 　 （mm ）
（cm ）

　 　 　 　 　 　Dress
Weight
　　　　　 weight
（mg ／cmZ ）
　　　　　　 （9）

尸
D79AAA

A 267

尸
D79 3，403

．002

．80

000827443 1．211

．361
．57

2．602

．662
．77

52．645

．743
．3

491421401

に
」

79

BBB

B 186

に
」

79

3．303

．002

．60

4．954

．203

．90

03423

厂
D

111 2．262

．362

．33

36．431

．329

，0

329293264

厂
D7G

『

CCC

C 116

匚

」

79

000864ワ臼

22

4．954

．353

．80

1．131

．271

．44

2．182

．172

．30

18．216

．715

．2

169153151

±Under　the　pressure　p ； 0．5gf／cm2 ．
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Fig．1．　Pattern　of　one −piece　dress

1 10 　 　　 　 　　 　　 100
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Fig．2．　Dimensional　changes 　of 　portions 　for　FC

区間 の 長 さを Fig．1 に ， 各垂直 線 の 総 丈 を Table　2

に 示 して い る．

　（3） ワ ン ピー
ス ドレ ス の 自重 に よ る伸 長変形 の 測定

　　 　方法

　9 号サ イズ の 人台 に ナ イ ロ ン 製の ス リ ッ プ を，そ の

上 に ワ ン ピ ース ドレ ス を着装 さ せ ，ク リープ 現象 を考

慮 して 着 装 1hr 後に 基 準線 FC，　 BC ，　 FS，　 BS の 各

区間 a ， b，
　 c，　 d の 長 さ を直接メ ジ ャ

ー
で 測定 した．

　着装 直後 か ら 6hr ま で の 基 準 線 の 長 さ変 化 を測定

（937）

し た Fig．2 の 測定 か ら もわ か る ように 着装 10min 経

過後 に ほ ぼ
一

定 の 伸び に 達す る こ と か ら着装 1hr 後

に 測定点を定め て い る．なお ， ク リ
ープ挙動の詳細に

つ い て は別報に ゆず る．

　 3．結 　　果

　（1） 基本 力学特性 と表面特性

　9 種 の ワ ン ピ ース と 同
一の 条件 で 編成 した 20cmX

20cm の 試料 を KES −FB シ ス テ ム の ニ ッ ト条 件
s）引

っ 張 り特性お よ び 基本的な力学特性 を測定 し， そ の 結

果 を Fig．3 の （a）， （b）， （c ）に そ れ ぞ れ の 試料 糸別

に示 して い る．図 は，引 っ 張 り特性，曲げ特性，せ ん

断特性 ， 圧縮特性，表面特性，厚 さ
，

お よび 単位面積

当 た りの 重量を日本繊 維機械学会
“
風合 い 計量 と規格

化研 究委員会
”

に よ る 日 本 に お け る外衣 用 編布 （主 に

ジ ャ ケ ッ ト，
ス ラ ッ クス 用）の 平均値 と標準偏差を用

い て各特性値 を規格化 した デ ーターチ ャ
ー

ト
9）

で ，編

成 した 試料 の 力学 量 の ウ ェ
ー

ル 方 向 と コ
ー

ス 方 向の 平

均値を， 編 目ダ イヤ ル 3段 階 を記号 で 区別 して プ ロ
ッ

トして い る．

　本報の た め に 編成 した ニ ッ ト地 は ，
こ の チ ャ

ー
ト作

成に 用 い られ て い る外 衣用編布 よりも太 い 糸 で 粗 く編

まれ て い る こ とか ら， 外衣用編布に 比 べ ，か な り伸 び

変形 しやす い こ と が わ か る．曲げ特性 は，中細 で は 外

衣用編布 の 平均値に ほ ぼ等 しい が ，糸が 細 い ほ ど曲げ

剛性 が 小 さ い ．また せ ん 断，圧 縮特性 は極 端 に 変形 し

や す く， 編目密度の 影響 が 表れて い る こ とが わ か る．

表面特性 に 関して は摩擦係数 表面粗 さ共 に 外衣用編

布の 平均値 の ± 1標準偏差以内 に あ り， 糸 の 太 さ の 影

響は ほ とん ど認め られな い ．厚 さは ， 何れ も外衣用編

布 よ りも厚 い が，単位 面積 当 た りの 重量は 中細で は こ

れ らよ りも重 く，極細 で は 軽 い こ とが わ か る．

　   　伸 長特性

　KES ・FB シ ス テ ム に よ る伸長 特性 を Fig．4 に 示 し

て い る．ε は伸び 歪 （無 次 元 ），F は 荷重 （gf／cm ）を

示 す．糸 が細 い ほ ど，密度が 粗 い ほ ど伸 び や すい こ と

が わ か る，最 も糸 が 太 く，編 目密度 の 大き い サ ン プ ル

A5 は，最 大 荷 重 F
．
　＝ 　250　gf／cm に お け る 伸 び 歪

EMT （＝εm × 100）が ウ ェ
ー

ル 方 向 31．4％，コ
ー

ス

方向 57．8％ で，最 も糸 が 細 く編 目密 度 の 小 さ い サ ン

プ ル C9 は ，
　 EMT が ウ ェ

ー
ル 方向 75．3％ ，

コ ー
ス 方

向 94．3％ と そ の 差が 明確に表 れて い る．こ の 差 異に

か か わ る編 糸 自身の 伸 長特性 の 影響 を明 らか に する た

め ， 糸 の 伸 長特性 を KES −F　1 で 測定 し ， 結 果 を Fig．
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5に示 して い る．ニ ッ ト地 の 1 ウ ェ
ー

ル を た て 糸 2本

と 仮 定す る と ，
ニ ッ ト地 に 最 大荷重 」臨 二 50gf／cm

（ニ
ッ ト高感度条件）が 作用 した 時の 糸 1本の 凡 は ，

A7 と B7 は 8．3gf／yarn ，　 C7 は 9．6gf／yarn と な る．

48 （938）

ε y は糸 の 伸 び 歪，Fy は荷重 を表 し，こ の 図 か ら 3種

類 の 糸 A ，B，　 C は，類似 し た伸び特性 を持 っ て い る

こ と が わか る．した が っ て ， 試料布の 伸長特性 に は ，

糸 の 伸 び特性 よ り編布構造の 差 異が 大 きく関与する こ

とが 認 め られ ， 編布の 適切 な伸長特性 を得る た め の 度

目の 設定の 重要性 が 示唆さ れ る．

　（3） ワ ン ピー
ス ドレ ス の 変形

　試料 の なか で も最 も変形 の 小 さか っ た A5 と最 も大

きか っ た c9 の 着装状 態 の 正面 と側 面 の 写真 を Fig．6

に示 して い る．両者 の 総丈 は約 7．5cm の 差 が あ り，

C9 の バ ス トライ ン ，ウ ェ ス トラ イ ン お よ び ヒ ッ プ ラ

イ ン は ， 人 台上 の ラ イ ン か らか な り下 が る．こ れ は視

覚上 も， 明 確 で ， シ ル エ ッ トの 設計に お い て問題 と な

る と考 え ら れ る．

　そ こ で，ワ ン ピー
ス ドレ ス の 着用 に よる変形 を変形

率 に よ っ て 捉 え る こ とと し，伸 び 率 E （％）を次 式

で 定義す る．

　　　　　　　 E ＝（1一ち）／ち× 100　　　　　 〔1）

こ こ で， 4 ：ワ ン ピ
ー

ス の パ タ
ー

ン 上 の 垂直方向 の 長

　　　　　　さ ， すなわ ち着装前の 元 の 長さ

　　　　 1 ：着装 1hr 後の 着装状 態で の 垂 直方向の

　　 　　 　 長 さ

　 ワ ン ピ
ー

ス ドレ ス に おけ る着装 1hr 後 の Fig．1 に

示 した FC
，
　 FS，　 BC ，

　 BS 全 長 に っ い て E を求 め そ

の 結果 を Table　 3 に 示 して い る．こ の 表か ら糸 の 細

い もの ほ ど ， また 編 目密度の 小 さ い もの ほ ど伸び や す

い こ とが わ か る．また前後 と もに中心線よ りも乳頭点，
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　Fig．6．　Photographs　of　one −piece　dress

Table　3．　 Strain　E 　of 　one ・piece　dresses

　　　　　after 　l　h　wearing

　　　　　　　　　　　　　　　　　 （％）

Fabricsymbo1 Front Back

FC FS BC BS

A5A7A9 1．693

．614

．58

2．103

．885

．35

  ．060

．992

．91

0．802

，254

．28

0

Fig．5。

　　 2　　 4　　 6　　 8　　10

　　　　　 ε　， ％
　 　 　 　 　 　 y

Tensile　properties　of　yarn 　by　KES −F1

「
070

ゴ

BBB 3，614
．474

．99

4．525

．256

．11

311718123 3．154

．025

，05

肩甲骨 を通 る線 の 方 が 伸 び率・が 大 きい ．こ れ は 人 体の

起伏 の 大 きい 部分 を被 覆す るた め と思 われ る．

　A9 は極 細糸 で 編 目密度が 小さ く，前述の 引 っ 張 り

荷 重 Fm＝250　gf／cm に お け る伸 び 歪 EMT が 最 も大

きい の で 自重 の 影響 を受けや す い もの と考 え られ る．

そ こ で ， ワ ン ピー
ス ドレ ス の 着用 に よる変形 とニ

ッ ト

地 の 力学特性 との 関係 に つ い て 以下 の よ うに 考察され

る．

579CCC 3．826
．059

，15

5．957
．109

．96

2，914

．427

．72

4．376

，149

．32

（939）

　4． 考　 察

　（1） 全長 の 伸 び率

　ま ず ， 変 形率 E と布 の 重 さ と の 関係 を検 討 す る た

め ， 垂 直線 FC，　 FS，　 BC ，　 BS に お け る 1cm 幅 当 た

りの 重 量 WL を各部 の 長 さ と各試 料 の 1cm2 当 た り

の 重 量 と の 積 で 求 め
， そ の 結 果 を Table　 4 に 示 して

い る．WL と変 形率 E との 関係 を Fig．7 に 示 して い

る．重量 の 影響 の み 考 え る と重 い 物 ほ ど伸び る はず で

あ る が ，何 れ の グ ラ フ で も単位幅当 た りの 重量 が 大 き

49
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E＝10．O“ −1，296脚LFS

一

△

ξ＝9．182−1．406耽

BS

−
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 5

Fig．7．

3　　　　 4 　　　　 5　　　　　　　 0　　　　2 　　　　 3 　　　　 4

WL ，9／cm 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 WL 　 9／ cm

Relation　between 　WL 　and 　E 　of 　portions　for　FC ，　FS ，
　BC 　and 　BS

Table　4．　 Weight 　per　unit 　width 　of

　　　　　 one −piece　dresses　WL

　　　　　　　　　　　　　　　　（9／cm ）

Fabricsymbo1 Front Back

FC FS BC BS

F
’

↑， ，

5cm20cm

57

∩

コ

AAA 5．254

．574

．32

5．664

．924

．66

5．634

．894

．64

5．614

，884

．62

250

　　　　E
　　　 ｝
ε 2 ＝ O

　　　 巴
　 　 　 i

尸
D79BBB 3．633

．122

．90

3．923

．373
．12

3，893

．353

．11

3．883

．343

．09

EL¶
三

ε ．ノ LT1（
一
）

LT鰡＝脚T1〆WOT， （
一
）　　　　　 o

WT ，
．J；t −ifo 、， （gf・，，／ 

・

）

WO1  ＝ F陋ド ε 卩1／2

ε 1

Fig．8．　 Tensile　properties

ε・1

匚
」

70J

CCC 1．821

．671

．52

1．971

．801

．64

1．951

．791

．63

1．951

．78L63

い 方が変形率が小 さい とい う結果 にな っ て い る， こ れ

は ， 重量 が 大 きい ほ ど 編 目密度 が 大 きく編布 は 伸 び 難

い こ と と関連 し ，
ワ ン ピース ドレ ス の 変形 に は 自重 と

Fig．　8 に 示 す編布の伸長特性が 大 きな影 響を及 ぽ して

い る と考 え ら れ る．そ こ で ，編 布 の 伸 長特性 か ら最大

荷 重 250gf／cm に お ける伸 び やす さ，　 EL ， を布 の 支

点 に か か る単位幅 当 た りの 重量 WL で 除 し た値 EW 、

5  （94 ）

を次式 で 定義 し，こ れ を引 っ 張 り特性 の パ ラ メ
ー

タ と

して検討した．

　　　　　　　　EW1 ＝ EL ，／WL 　 　　 　　 〔2）

こ こ で ，

　　　　　　　　 ELi　・＝　Emi ／LT ，　　　　　　　 （3）

こ こ で， EL1 ：伸長初期 の 非線型 伸長特性 を考慮 した

　　　　　　　ウ ェ
ー

ル 方向 の 伸 び や す さ （一）

　　　　 εm1 ：最 大 荷 重 250　gf／cm に お け る ウ ェ
ー

　　　　　 　　ル 方向 の 伸 び 歪 （
一

）

　　　　LT 、
：引 っ 張 り特性 に おけ る ウ ェ

ー
ル 方向の

　　　　　　 線形性 （
一
）
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Fig．10．　 Relation　between　EWI 　and 　E 　of　FC，　FS，
　 　　 　 BC 　and 　BS

Table　5．　Coe伍 cients 　of　Eq．（4）

9cm

4cm

　 　 BACK 　　　　　　　S　 I　 DE 　　　　　　 FRONT

　　　　　　　　　嬲軅 C ・ ・ t … … a

Fig．11．　The　contact 　area 　of　fabric　with 　body

α C R ・ RMS ° ‡

CSCSFFBB 一
〇．036

− 0．539
− 2．559
− 2．109

2．6323

．5823

。1623

．760

0．8380

．939e

．8870

．912

O．6420

．4940

．6240

，840

率 Correlation　coe 伍cient 　between　EWl 　 and ε ．
寧寧Root　mean 　square 　of 　regressed 　error ．

　　　　 WL ：長 さ L を支 え る部分 に お け る ワ ン ピ

　　　　　　
ー

ス の 1cm 幅 の 重量 （g／cm ）

　　　　添字 1 は ウ ェ
ール 方向 を 示 す．

　前 中心 線全 長 の EW 、 と E と の 関係 を Fig．9 の グ

ラ フ に 示 して い る．全試料 で 回帰分析を行 っ た 結果，

EW 、 の 対数変 換値 と E との 関係 を線形近似 で き る こ

とが わか っ た．グラ フ 中 の 実線 で わか るよ うに ， 試料

中最 も変 形 しやす い 試料 C9 は ， 多少 は ず れ る が ， 他

の 試料 の E は ， 次式 で ほ ぼ 予測 で きる こ と が わ か る．

　　　　　　　 E ＝G 十 CIlog　EWi 　　 　　 （4）

こ こ で，（ら ：定数，Ci ：係数

同様 の 方法で FS，　 BC ，　 BS に つ い て 回帰曲線 を求 め

た 結果を Fig．10 に 示 して い る．各式 の 定数 お よび係

数 を Table　 5に示 して い る．

　 こ れ らの 曲線 か らバ ス トを通 る垂 直線 の 伸 び率が 最

も大 きく， 後 中心線が最 も小 さい こ とが わ か る．こ れ

は 後面 で は ワ ン ピ
ー

ス が肩 甲骨で支持 さ れ後中心線で

は，体表 か ら浮 い た 状 態に あ る の に 対 し，バ ス トを通

る線は ，
バ ス トの ふ くらみ に よ っ て部分 的 に 変形が大

き くな っ て い る と考 えられ る，そ こ で，次 に 人台 に ワ

ン ピ
ー

ス ドレ ス を着装させ た 状 態 で部位別の 変形状態

を観察 した．

　  　ワ ン ピー
ス 支持部

　 人台 に ワ ン ピー
ス を着装 させ た時，人台 とワ ン ピ

ー

ス ドレ ス との 密着部分 を観察 した 結果 を Fig．11の シ

ャ ドウ の 部分 で 示 して い る．図 か ら，本研究 で 用 い た

ウ ェ ス トに 切 り替えの ない ス トレー トな形式の ワ ン ピ

ー
ス で は，後面 で は 肩部 か ら肩甲骨 に か け て，前部で

は わ ず か に肩の 部 分 と乳 頭 点 周 辺 に 支持部 が あ る の み

で ある こ とが わ か る．した が っ て伸び や すい ニ ッ トで

は，支持部 を支点 と して そ の 自重 が 引 っ 張 り力 と して

作用 し，支持部 に 近 い 部位 ほ ど 大 き く伸長 され ， 局所

的な型 くずれ とな り，シ ル エ ッ トの くずれ の 原因 と な

る の で は な い か と考 えられ る．そ こ で ， 部位別の 局所

的な変形 を詳細に 捉える事 を試 み た．

　（3） 部位別の変形状態

　変 形 の 大 き か っ た 前面 FC お よ び FS に っ い て ネ ッ

ク ラ イン を基準 とし，バ ス トライ ン，ウ ェ ス トライ ン ，

ヒ ッ プ ライ ン，裾線 との 交点 に おけ るそれぞれ の 区間

を a，b
，
　 c

，
　 d と して ， そ れ ぞ れ の 部位 に お け る E

を求めた結果 を Fig，12に 示 して い る．

　前述 の 全体 の 伸 び ， す なわち裾 線の 位 置 と よ く似た

（941｝ 51
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傾向 に な る が

， 上部支持点 に 近 い 部位 ほ ど大 きく自重

が 作用する た め 伸 び率は大 き く， 特 に バ ス トの 部分 の

変形 が 大 きい こ とが わ か る．本実験 に 用 い た ワ ン ピ
ー

ス は ，水平方 向 の 切 り替 えの な い ，上 下
一

枚続 きの
一

部式衣服 で ある．着用時の 衣服 の 伸び変形を モ デ ル 的

に 考 え る と ， 円筒 の 円周方向の 歪 は，内部の 人体 に よ

っ て拘束され ， 垂直方向 へ の 歪す なわち円筒 の 軸方 向

へ の み 変形す る．す なわ ち
一

軸拘束 二 軸伸 長特性 と対

応 させ て 捉 え る こ とが で き る と考 え ら れ る．

　 コ ー
ス 方 向 を拘 束 し て ウ ェ

ー
ル 方向へ 伸長 し た

KES ・G2 に よ る
一

軸拘 束二 軸伸長 特性 の 計測結果を

Fig．　13 に 示 して い る．3種 の 糸 の 編 目密 度 の 最 も大

きい 試料 と小 さな試料 の 例 で ， 実験は コ ー
ス 方向を拘

束 し て ，ウ ェ
ー

ル 方向 に 伸長率 ε、 （％） を与 え た 時

の 引 っ 張 り荷重 F ，， 破線 は 拘束側 ， す な わ ち ，
コ
ー

ス 方向に作用 する拘束荷重 F， を表 して い る．KES −F

に よる 伸 び 特性 と同様に，こ の グ ラ フ か ら 糸 が 細 い ほ

ど， 密度 の 粗 い 編布 ほ ど伸びやす い こ とが わか る．最

大荷 重 250gf／cm に 対す る伸 び 歪 は ，試料 中最 も糸

が 細 く編 目密度 の 小 さ い C9 は 糸 が 太 く編 目密 度 の 大

きい A5 の 約 2倍 と か な り大き い こ とが わ か る．

　各部位に お け る上端を支点 と仮定 し，それ ぞ れ の 支

点か ら裾 までの 裾方向へ の 自重を見積 も り，そ の 自重

52 （942）
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Calculated　E 　on 　FC 　by　strip 　biaxial　tensile

propertles

が 引 っ 張 り力 と等価 とお い て
一

軸拘束二 軸伸長特性 か

ら求 め た 部位別 の 伸 び 歪 を Fig．14 に 表 して い る．具

体 的 な
一

軸拘 束 二 軸伸 長 歪 の 求め 方 は，例 えば a 区

間 に は最上端に abcd の 全体 の 自重 に よ る 引 っ 張 り荷

重が 作用 し て い る と仮定 し，Fig．　13の グラ フ か らそ

の 伸長率 を読み と っ た．同様に して各部 の 上 端，すな

わ ち b 区間 に は バ ス ト ラ イ ン と の 交 点 を 支 点 と し て

bcd の
，
　 c 区間 に は ウ ェ ス トライ ン との 交点 を支点 と

して cd の ，　 dに は ヒ ッ プ ラ イ ン との 交点 を支 点 とし

て d の 自重 が 引 っ 張 り荷重 と して 作用 す る と単純化
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布 の 自重が ニ ッ ト地 ワ ン ピ
ー

ス ドレ ス の シル エ
ッ トに及 ぽ す影響

して考 え ， 各 々 の 1cm 幅当た りの 重量 に対す る伸 長

率 を Fig．13の グラフ か ら読 み と っ た．

　前述 の Fig．ユ2 に 示す実測 した伸 び 率 E と 比較 して

必ず しも値 は
一

致 しな い が ， 傾 向 は よ い
一

致 を示 して

お リニ
ッ トの 着用 に よ る部位別 の 変形が 一軸拘束二 軸

伸長特性 か ら予 測 す る手が か りを得る こ とが で きた．

また ， 体表に 密着して伸長 されて い る部位に関 しては

そ の 部位 の 曲率 を与 えて 衣 服 に よ る 身体 へ の 拘束力 ，

すなわち衣服圧 も予測 で き る こ とが 示唆さ れ た．

　 5．結　　 言

　 ニ
ッ ト地 の ワ ン ピ

ー
ス を編成 し， 自重 に よる伸 び 変

形を検討 した結果，

　（1） 細 い 糸 で 粗 く編 まれ た ニ ッ ト地 の ワ ン ピー
ス は ，

本実 験 の 試料 で は 丈 の 最高約 20％ と い う大き な 変形

が 生 じ，伸 び 特性 の 小 さい ニ ッ ト地 ワ ン ピ
ー

ス と 同 じ

設計で は ， 同 じシ ル エ ッ トは得 られ な い こ とが 明確 と

な っ た．伸び 変形 の 大 きな ニ ッ ト地 の 場合，丈方 向に

長 い 範囲 に 自重 が か か る こ とを避 け，ウ ェ ス トの 切 り

替 えや， ヨ
ー

クを設け るな ど ， また は ツーピー
ス にす

るな どデザ イ ン を考慮する 必要が あ る．

　  　伸 びPt　E の 部位 別の 検 討 で は，伸び 変形 は 一

様で は な く上部か ら下部 へ 伸び率 は減 少 しつ つ 分 布 し，

自重 が大 きくか か る上部 ほ ど伸 び 変形 が 大 きく，ま た

体 表 に密着す る バ ス ト周 辺 すな わ ち凸部 の 伸 び は大き

い こ とが 明確 とな っ た．した が っ て ，
ニ ッ ト地 の伸長

特性，部位別 の 変形 を考 慮し た 衣 服 デ ザ イ ン の パ ター

ン の 設計が 重要で ある こ とが 示 さ れ た．

　（3） ニ
ッ トの着用 に よ る部位別 の 変形や 衣服 圧 は，

一
軸拘束 二 軸伸長 特性 か ら の 予測 の 可能性 が 示唆 され

た，

　以上，実験 で 求め た 編布 の 伸長特性 と着装 に よる 変

形状 態 の 観測 デ
ー

タ との 関係を分 析し， 任意の シ ル エ

ッ トを作 る た め の ニ
ッ ト地設計の 基礎的資料 を得る こ

とが で き た．

　今後，さ らに時間 の 経過 に 伴 う，繰 り返 し変形 に よ

るニ ッ ト地 ワ ン ピ
ー

ス ドレ ス の 着用変形挙動 と布 の 引

っ 張 りの 静的およ び 動的 ク リ
ープ 特性 と の 関係 を明確

に す る こ とに よ り，より実用的なニ ッ ト地衣服の設計

方法 を検討 し て い き た い と考 えて い る．

　最 後に，一
軸拘束 二 軸伸長特性 の 計測 に 当 た O多大

な ご 協 力 をい た だ きました奈良女子大学大学院生活環

境 学専攻井上真理 氏 に感謝の 意を表します．
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